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■北海道，後志利別川低地における埋没河岸段丘

のAMS14C年代と沖積層

鈴木　正章（道都大学共通教育部）
  北海道渡島半島の西岸に位置する後志利別川低地の
沖積層やその古環境などについての研究は，これまで
鈴木（1993），鈴木ほか（1999），鈴木ほか（2003）
及び鈴木（2004）などによってなされてきた。それら
によって，①本低地の沖積層の基底地形は，北檜山
で－50m以上にも及ぶ深い峡谷状の埋没谷や三段の埋
没河成段丘面で構成される埋没地形面を器にして沖
積層が堆積し，②埋没谷の谷底には沖積層基底礫層
（BG）に相当する礫層を基底に堆積する寧土井層，
寧土井層最上部を浅く削り込んで堆積する完新世基底
礫層（HBG）に相当する砂礫層を基底に主に縄文海
進の堆積物からなる今金層下部層，その後の活発化し
た河成作用によって形成された氾濫源堆積物からなる
今金層上部層などで構成され，③多くの年代値に基づ
いて寧土井層は東京低地で認められている七号地層，
今金層は有楽町層にそれぞれ対比されることなどが明
らかになった。
　本発表で報告した 1 件のAMS14C年代試料を得た
ボーリングコアは，後志利別川河口上流約1.8㎞付近
（瀬棚町兜野橋）で北海道函館土木現業所によって
実施された。年代測定のための試料は，36.90m（標
高－34.78m）の深度で採取された泥炭である。ま
た，この試料は兜野橋付近で後志利別川を横断する
地質断面図から－15m，－32m及び－36m付近のそれ
ぞれの標高に三段の埋没河成段丘面が認められ，そ
れらの内，中位面を構成する礫層の年代を示すもの
と考えられる。そのAMS14C年代測定結果は48,960±
yrs BP（PLD-2753）であった。この年代値の古さは
AMS14C年代の測定限界にあたるが，今回の測定結果
のみで判断すると関東平野で認められている武蔵野 2
面（M 2 ）を構成する礫層に年代的ほぼ対応するもの
と考えられる。また，約 5 万年頃の年代を示す埋没段
丘礫層は数段に分れる低地周辺に分布する段丘群の何
れかに対応するものと思われる。
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■札幌市の公共交通による近接性の時空間構造

橋本　雄一（北海道大学文学研究科）
大嶋　　尚（ト ヨ タ 自 動 車）

　本研究では，都市内部の時空間構造を，公共交通に
よる近接性のデイリーリズムから解明することを目的
とする。研究対象地域は札幌市であり，近接性の指標
とするのは，公共交通機関の作り出す時間帯別地区間
移動機会数である。なお，資料としては，2005年 4 月
現在のJR，地下鉄，バスの時刻表を用いる。
　本研究の分析方法は，以下の通りである。まず，札
幌市内部の公共交通の利便性を移動機会数によって測
定し，グラフ理論的手法により乗り換えを考慮した近
接性指数を算出する。次に，近接性指数の時間帯別分
布や，指数増減値の時間帯別分布をみることで，都市
内部における公共交通の利便性に関するデイリーリズ
ムについて検討する。最後に，準 3 相因子分析法と高
層因子分析法を組み合わせた，新しい時空間分析モデ
ルを用い，階層性を考慮した近接空間の時空間構造に
ついて考察を行う。
　その結果，まず，近接性指数合計値により公共交通
の利便性をみると，JRおよび地下鉄から離れるにつ
れて近接性指数が低下すること，朝と夕方の時間帯に
近接性のピークがあること，特にピーク時にはJRお
よび地下鉄沿線の高まりが著しいことなどがわかっ
た。
　次に，準 3 相因子分析法と高層因子分析法を組み
合わせた時空間分析からは， 3 つの階層からなる近接
空間が抽出された。最下層の近接空間は，16の発地因
子と14の着地因子が結びつく形で表現され，鉄道や主
要道路沿線においてセクター性をもって形成されてい
た。なお，この近接空間は，朝と夕方の時間帯に因子
間の連結が強まり，特に，地下鉄沿線で高い値がみら
れた。第 2 層の近接空間は， 6 の発地因子と 4 の着地
因子が結びつく形で表現され，地下鉄沿線においてセ
クター性をもって形成されていた。ここでも，朝と夕
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方の時間帯における因子間の連結が強く，特に，地下
鉄東西線の沿線で高い結びつきがみられた。さらに，
最上位の階層は，市全体が一つにまとまる近接空間と
なっており，これら 3 層が重なり合う近接性の時空間
構造となっていることがわかった。この結果は，従来
の研究で明らかにされている札幌市の都市機能からみ
た空間構造の階層性と類似しており，当市における日
常的生活圏に対応したものと考えられる。なお，本分
析で結果として得られた数値は，時間帯間および地区
間で比較可能な変数であり，近接性を要素とするモデ
ル構築時に利用できる。

■北海道南西部北斗市における新洞窟(北海洞)の

発見

長谷　川航（北海道大学環境科学院・院）
香本　佳彦（北海道大学理学部・学生）
澤柿　教伸（北海道大学環境科学院）

　「北海洞」は，北海道大学探検部によって，2006
年北斗市釜の仙境地区で発見された洞窟である。演
者は，その発見者の一人であり，2006～2007年にかけ
て十数回にわたる内部の測量と観察を行った。ここで

は，これまでの調査で明らかになった洞窟の形態・地
下水流の特徴・二次生成物の発達程度・棲息するコウ
モリの種類の四点について報告する。
　「北海洞」は，戸切地川沿いの切立った崖の中腹，
水面より高さ 5 mの位置に開口している。その測線総
延長は479mで，これは道内最長である。内部は，主
に北東―南西方向の通路と，北西―南東方向の通路
が発達したジグザグ状の形態である。その発達レベル
は，概ね水面より高さ 5 ～20m以内であり，ほぼ水平
である。洞内形態は，洞口から深さ約30mまでの洞口
部，深さ約30～130mまでの中間部，深さ約130mから
先の深部の三つの区間で次に示すような違いが見られ
た。洞口部は，迷路状に入り組んだ通路であり，長径
1 m以下の落盤礫か，泥が堆積している。中間部は，
分岐が少ない一本道で，長径 1 m以上の大きな落盤礫
が多く見られる。深部は，分岐が少ない一本道で，ボ
アパッセージ状の通路が見られる。そして，その洞床
には泥が堆積していて落盤礫は少ない。
　地下水流は，春から夏にかけて，深さ約130～150 
mの区間でのみ観察された。しかし，秋から冬にかけ
ては，この区間においても地下水流は観察されなかっ

図　順３相因子分析法と高層因子分析法を組み合わせた時空間分析モデル
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た。
　洞内の二次生成物の発達程度は良くない。石幕や
流れ石の観察できる場所もあるが，そのほとんどは，
長さ15㎝以下の小規模なものである。その中で特徴的
なのは，深さ220m付近に形成されている石幕や石筍
である。これらは，長さ15～50㎝と規模は大きくない
が，含まれる不純物が少なく純白色をしている。
　棲息するコウモリは，キクガシラコウモリ
Rhinolophus ferru mequinum，コキクガシラコウモリ
Rhinolophus cornutus，ホウヒゲコウモリ属の一種 
Myotis spec.の 3 種類である。また，コウモリグアノが
洞口部を中心に堆積している。

■花粉分析法を用いた北海道北部松山湿原におけ

る古植生復原

小畑　貴博（北海道大学環境科学院・院）
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札幌の開拓と産業史

○日　時：10月14日（日） 8 ：30～17：00
○コース：JR札幌駅北口 ― 札幌村タマネギ産地

（車中より見学）― サッポロビール博物館 ―
Ario札幌ショッピングセンター（昼食）― 江別セ
ラミックアートセンター（江別レンガ産地）― 札
幌本府（都心地区の徒歩巡検）― JR札幌駅北口

○参加者：17名
○案内者：高平順夫・山内正明

（藤女子中・高等学校）
金森正郎（札幌東高等学校）
橋本雄一・梅田克樹
（北海道大学文学研究科）

　平成19年度の秋季大会（巡検）は，経済地理学会北
東支部および札幌地理サークルとの共催により，「札
幌の開拓と産業史」をテーマとして実施した。
　10月14日（日）午前 8 時30分，JR札幌駅北口に17
名の参加者が集合した。まず，案内者が事前調査を踏
まえて作成した説明用資料が，参加者に配布された。
34ページにもおよぶ，充実した内容の小冊子である。
大内定会長から挨拶をいただいた後，早速バスに乗り
込んだ。
　バスは，北 8 条通りから道道花畦札幌線（通称な
なめ通り）に入った。1888(明治21)年に元村街道と命
名されたこの道は，伏籠川の自然堤防上に築かれてい
る。札幌市中心部から丘珠・篠路へ通じるかつての幹
線道路であり，秋になるとタマネギを運ぶ荷馬車が往
来した道である。明治20年代から周辺の住宅地開発が
進み，元村街道沿いは繁華街として賑わったと言う。
その古い町並みが，昭和40年代に実施された区画整理
事業によって変貌を遂げた様子も，車中からつぶさに
観察することができた。
　くねくねと続く道道花畦札幌線を忠実にたどりな
がら，札幌新道を越えていく。ここ丘珠・篠路地区
は，北海道におけるたまねぎ栽培発祥の地として知ら
れる。現在も札幌飛行場（通称・丘珠空港）の北側に
は，広大なタマネギ畑が広がっている。しかし，都
市化の波は着実に押し寄せており，タマネギ畑の中に
ミニ開発の住宅地がスプロール状に点在する光景もみ
られるようになった。さらに，代表品種だった「札幌
黄」が機械化に向かなかったことも，当地のタマネギ
生産に打撃を与えた。近年は農業従事者の高齢化が進
み，離農者も相次いでいると言う。

　札幌市街地の拡大過程についての説明を聞きなが
ら，丘珠通・丘珠空港通・篠路通を経て，再び都心へ
と戻る。予定よりやや早い午前10時，サッポロビール
博物館に入館した。1890年に建設され，北海道遺産に
も指定されている博物館の内部は，2004年12月に実施
された全面リニューアルによって近代的な展示スペー
スに衣替えしていた。担当者の説明を受けながら館内
を見学した後，テイスティング・ラウンジ奥のホール
に案内された。そこでは，霜田館長がわれわれを待っ
ていてくださった。館長から振舞われた出来立ての生
ビールを頂きながら，活発な質疑が交わされた。ずっ
と営業畑を歩いてこられたと言う霜田館長には，新製
品開発をめぐる製造と営業の攻めぎ合いなど，示唆に
富む興味深いお話をお伺いした。
　自由昼食後，上白石橋を通って豊平川を越えたバス
は，札幌ICから道央自動車道に入った。江別市野幌
地区のRTN（リサーチ・トライアングル・ノース）
パークに隣接して建つ江別市セラミックアートセン
ターが，次の訪問先である。野幌地区周辺は，道内
随一と言われる陶土生産地である。この天然資源を活
用したレンガ工場が，最盛期には野幌地区だけで 9 工
場，隣接する白石・月寒地区を含めると15工場も稼動
していた。現在も，全国の25％のシェアを占める一大
レンガ産地である。この野幌レンガ産地がどのように
成立・変遷してきのか，また，レンガを活用した地域
活性化の取り組みがどのように進められてきたのかに
ついて，お話をお伺いした。
　陶土の採掘現場を遠望しながら江別西ICに戻った
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バスは，札幌ICから米里通に入った。函館本線の線
路を越えたあたりが，豊平川扇状地の扇端である。札
幌東高校のメムからこんこんと湧き出す清水は，旧小
沼川の水源になっていたと言う。また，地下鉄菊水駅
の北側に残る白石遊郭跡などを見学した。
　北海道神宮頓宮前（南 2 条東 3 丁目）でバスから下
車し，都心地区の徒歩巡検で締めくくることにする。
創成川右岸は，かつて官営工場群が計画的に配置され
た地区だった。しかし，近年の都心回帰の流れに乗っ
て，高層マンションの建設が相次いでおり，人口も急
増していると言う。西に向かって歩を進め，アンダー
パス連続化工事のために暗渠化されている創成川を
渡る。南一条通は「一番街」とも呼ばれ，札幌本府建
設当初からの中心商店街である。現在でも，丸井今井
や三越などの百貨店や，高級ブティックが軒を連ねて
いる。それぞれの店舗がどのような変遷をたどり，現
在の一番街商店街が形成されたのを，詳細な説明を受
けながら見学した。さらに，大通公園を横切って北上
し，道庁東側の旧官庁街地区に残る特徴的な街区割り
と，再開発の様子を観察した。
　以上で全行程を終了し，札幌駅南口で解散した。心
配していた雨に降られることもほとんどなく，大変有
意義な巡検であった。

（文責：梅田克樹）


